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第
３
回
定
例
月
会
議
は
主
に
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計
等
の
決

算
を
審
査
す
る
議
会
で
す
。
今
号
で
は
決
算
審
査
に
関
す
る
こ

と
、
ま
た
一
般
質
問
な
ど
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令和６年９月
第３回定例月会議

■
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
反
対

　
令
和
５
年
度
の
一
般
会
計

決
算
の
認
定
は
賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
た
が
、
と
も
に
つ

く
る
秦
野
は
反
対
し
た
。

「
財
源
が
な
い
」
と
言
わ
れ

続
け
て
30
年
。
「
子
ど
も
や

孫
に
ツ
ケ
を
残
す
な
」
と
喧け

ん

伝で
ん

し
、
「
失
わ
れ
た
30
年
」

と
言
わ
れ
て
も
、
そ
の
原
因

が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
な
く
経

済
の
低
迷
が
続
く
。

　
一
方
、
結
婚
で
き
な
い
・

子
ど
も
を
産
む
余
裕
も
な
い

若
者
世
代
が
急
増
し
て
い

る
。
か
つ
て
、
あ
る
大
臣
が

「
母
屋
で
は
お
か
ゆ
を
す
す

り
ケ
チ
ケ
チ
節
約
し
て
い
る

の
に
離
れ
で
は
、
す
き
焼
き

を
食
べ
て
い
る
」
と
言
っ
て

物
議
を
醸
し
た
。
本
市
の
行

政
運
営
も
同
様
で
指
定
管
理

や
委
託
化
な
ど
が
進
み
、
利

益
が
十
分
に
市
内
の
経
済
に

還
元
さ
れ
て
い
な
い
。

■
反
対
し
た
主
な
理
由

　

不
要
不
急
の
巨
大
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
仮
）
羽
根
ス

ポ
ー
ツ
広
場
・
（
仮
）
羽
根

地
区
森
林
資
源
活
用
拠
点
事

業
、
本
市
の
行
財
政
改
革
に

逆
行
す
る
管
理
職
の
職
員
数

の
急
増
、
肥
大
化
す
る
Ｄ

Ｘ
・
情
報
推
進
事
業
、
監
査

委
員
か
ら
は
昨
年
度
に
引
き

続
き
「
本
市
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
県
下
の
市
の
中
で
も

低
い
状
況
」
と
指
摘
を
さ
れ

て
い
る
が
、
有
効
な
対
策
を

講
じ
て
い
な
い
。

　
改
め
て
少
子
化
対
策
の
抜

本
的
改
革
、
幼
児
教
育
・
保

育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
国
や

地
域
の
基
・
農
業
へ
の
支
援

強
化
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

を
要
望
し
て
、
一
般
会
計
決

算
の
認
定
に
反
対
し
た
。

■
そ
の
他
、
一
般
質
問
で
は

①
学
校
給
食
費
の
無
償
化
②

市
登
録
文
化
財
制
度
で
街
の

に
ぎ
わ
い
創
造
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
文
化
財
の
保
護
③
市
庁

舎
の
維
持
管
理
の
在
り
方
に

つ
い
て
質
問
を
し
た
。

　
８
月
は
、
地
震
や
大
雨
な

ど
災
害
に
つ
い
て
、
改
め
て

考
え
さ
せ
ら
れ
る
月
と
な
っ

た
。

　
台
風
10
号
に
伴
う
大
雨
で

は
、
弘
法
山
の
周
辺
を
中
心

に
市
内
各
地
で
浸
水
、
土
砂

崩
れ
が
発
生
し
大
き
な
被
害

を
受
け
、
現
在
も
復
旧
の
途

上
で
あ
る
。
我
が
国
に
お
い

て
災
害
対
応
は
永
遠
の
テ
ー

マ
で
あ
る
こ
と
か
ら
今
回
の

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。

■
８
月
の
災
害
対
応
に
つ
い
て

　
８
月
８
日
、
日
向
灘
を
震

源
と
す
る
最
大
震
度
６
弱
の

地
震
が
発
生
し
初
め
て
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
が
発

表
さ
れ
た
。
こ
れ
ま
で
に
な

い
緊
張
感
の
中
で
翌
９
日
の

夜
に
は
本
市
を
震
源
と
す
る

神
奈
川
県
西
部
地
震
が
発
生

し
た
。
さ
ら
に
８
月
30
日
に

は
屋
根
を
叩
き
つ
け
る
大
雨

が
降
り
続
け
、
北
矢
名
、
南

矢
名
、
鶴
巻
を
中
心
に
市
内

各
地
で
複
数
の
土
砂
崩
れ
が

発
生
し
、
東
海
大
学
前
や
鶴

巻
温
泉
駅
周
辺
で
は
浸
水
被

害
も
起
き
た
。

　
災
害
に
備
え
、
本
市
で
は

迅
速
に
避
難
所
を
開
設
し
、

災
害
発
生
時
に
も
、
く
ら
し

安
心
部
防
災
課
を
筆
頭
に
建

設
部
、
都
市
部
、
上
下
水
道

局
、
消
防
等
、
多
く
の
市
職

員
が
現
場
に
駆
け
つ
け
地
域

住
民
と
共
に
対
応
す
る
姿
が

あ
っ
た
。

　
そ
の
中
で
、
浮
き
彫
り
に

な
っ
た
の
が
、
交
通
イ
ン
フ

ラ
の
重
要
性
と
迅
速
で
正
確

な
情
報
共
有
で
あ
る
。
本
市

で
は
「
総
合
防
災
情
報
シ
ス

テ
ム
」
を
運
用
し
て
お
り
、

庁
内
で
は
効
果
的
に
活
用
さ

れ
た
が
市
民
向
け
の
情
報
発

信
に
は
課
題
が
残
っ
た
。

　
今
回
の
地
震
、
大
雨
に
関

わ
る
対
応
を
全
庁
で
振
り
返

り
、
市
民
の
安
全
、
安
心
の

た
め
に
も
よ
り
一
層
の
災
害

対
策
を
求
め
る
と
共
に
、
私

た
ち
一
人
一
人
が
防
災
意
識

を
高
く
持
つ
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
も
再
認
識
し
た
。

　
本
市
で
は
７
年
間
で
部
長

４
名
、
参
事
（
兼
）
課
長
16

名
、
課
長
４
名
、
合
計
で
管

理
職
が
24
名
増
加
し
た
。
そ

の
効
果
の
検
証
が
な
け
れ
ば

市
民
は
納
得
で
き
な
い
。

■
子
育
て
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　
本
市
の
一
時
預
か
り
の
利

用
目
的
一
位
は
【
就
労
】
で

あ
る
。
保
育
園
を
利
用
す
る

に
は
最
低
就
労
時
間
の
決
ま

り
が
あ
り
、
本
市
で
は
月
64

時
間
と
決
ま
っ
て
い
る
。
そ

の
引
き
下
げ
を
行
え
ば
利
用

の
枠
を
広
げ
ら
れ
る
と
提
案

し
た
が
、
待
機
児
童
・
保
留

児
童
の
増
加
、
保
育
士
人
材

不
足
を
理
由
と
し
て
難
し
い

と
の
答
弁
。
保
育
士
人
材
の

確
保
を
目
的
と
し
て
、
長
期

的
に
勤
め
る
保
育
士
に
補
助

金
を
要
望
し
た
が
、
民
間
園

の
魅
力
の
Ｐ
Ｒ
等
で
保
育
士

確
保
に
努
め
る
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
子
ど
も
と
女
性
が

住
み
や
す
い
町
に
は
ま
だ
遠

い
。

■
震
生
湖
の
整
備
に
つ
い
て

　
太
鼓
橋
の
架
け
替
え
で
予

算
が
つ
い
た
。
工
事
着
工
が

本
年
６
月
の
予
定
が
始
ま
ら

な
い
。
市
民
で
あ
る
地
権
者

と
の
合
意
形
成
が
取
れ
て
い

な
い
ま
ま
予
算
が
つ
い
て
い

た
。
９
月
に
合
意
形
成
に

至
っ
た
と
の
こ
と
。
散
策
路

の
整
備
の
た
め
震
生
湖
地
権

者
組
合
と
書
面
を
交
わ
す
提

案
や
里
山
保
全
団
体
に
整
備

に
あ
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
、

ま
た
中
井
町
と
の
事
務
協
定

を
し
今
後
の
整
備
を
要
望
し

た
。

■
副
市
長
２
人
制
に
つ
い
て

　
高
橋
市
政
は
、
副
市
長
２

名
。
事
務
職
出
身
の
副
市
長

と
技
術
職
出
身
の
副
市
長
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
役
割
分

担
に
大
き
な
偏
り
が
あ
る
こ

と
や
前
任
の
技
術
系
副
市
長

が
政
策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
つ
い
て
い
る
。
管
理
職
は

７
年
間
で
24
名
増
加
。
人
事

は
最
適
化
さ
れ
て
い
る
か
資た

だ

し
た
が
確
認
さ
れ
て
い
な

い
。
ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
見
直
し
を
求
め
た
。
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■
地
域
農
業
に
つ
い
て

　
秦
野
の
農
業
の
『
未
来
地

図
』
と
い
え
る
地
域
農
業
経

営
基
盤
強
化
促
進
計
画
（
地

域
計
画
）
に
つ
い
て
状
況
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、
７
割
の
農

家
が
10
年
後
も
経
営
を
続
け

る
意
向
で
あ
る
が
平
均
年
齢

は
70
歳
を
超
え
て
お
り
、
担

い
手
の
位
置
づ
け
の
拒
否
も

７
割
で
あ
っ
た
。

　
本
計
画
に
参
画
し
、
担
い

手
の
位
置
づ
け
を
す
る
こ
と

で
国
の
支
援
の
条
件
を
一
つ

ク
リ
ア
で
き
る
事
や
未
来
地

図
の
確
度
を
上
げ
て
い
く
必

要
性
を
訴
え
つ
つ
、
特
定
外

来
生
物
で
停
電
も
引
き
起
こ

す
ク
リ
ハ
ラ
リ
ス
、
住
宅
被

害
を
も
た
ら
す
ア
ラ
イ
グ

マ
、
サ
ク
ラ
類
を
枯
死
さ
せ

る
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

の
被
害
や
対
策
に
も
チ
ェ
ッ

ク
を
入
れ
た
と
こ
ろ
、
ア
ラ

イ
グ
マ
以
外
は
本
市
で
は
未

確
認
で
す
が
今
の
注
意
喚
起

で
は
全
く
足
り
て
い
な
い
と

考
え
、
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ

キ
リ
の
広
報
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
確
り
と
行

い
、
幼
虫
や
フ
ラ
ス
（
大
量

の
お
が
屑
上
の
糞
）
の
発
見

者
に
１
万
円
程
度
の
懸
賞
金

制
度
を
提
案
し
た
。
農
業
を

取
り
巻
く
環
境
は
刻
一
刻
と

変
化
し
て
い
る
、
冒
頭
の
地

域
計
画
に
お
い
て
も
サ
ツ
マ

イ
モ
の
基
ぐ
さ
れ
病
等
が
本

市
に
も
影
を
落
と
し
て
い

る
、
様
々
な
農
業
の
現
場
の

問
題
に
も
下
支
え
を
す
る
べ

き
で
特
産
品
の
八
重
桜
、
お

花
見
の
文
化
等
も
全
力
で
守

る
べ
き
と
考
え
る
。

　
バ
イ
オ
マ
ス
関
係
の
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
参
加
が

１
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
更
新
や
無

料
配
布
・
無
料
設
置
の
件
も

質
問
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
会
派
の
仲
間

や
市
民
の
方
々
と
『
学
校
給

食
費
無
償
化
』
等
に
関
し
て

様
々
な
形
で
話
し
合
い
を
し

て
い
る
。
是
非
『
あ
な
た
』

の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
い
た

だ
き
た
い
。

議会報告


